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▲第6保育所で行われた平和の折り鶴手渡し式（7月8日）

「世界中から戦争がなくなりますように」

　皆様から届けられた折り鶴は、8月5日に広島市平和
記念公園にある「原爆の子の像」に市民代表の手で捧
げられました。
　世界の恒久平和を願い、向日市は昭和59年11月3
日に「世界平和都市宣言」をしました。宣言以降策定し
てきた平和行動計画も第6期を迎え、引き続き効果的
な平和施策の実現をめざします。

　今年も、平和への祈りが込められた折り鶴が市役所
に届けられました。折り鶴は、全部で42,569羽。1羽1
羽が、保育所の子どもたちや市民の皆様の思いをのせ
ています。

▲「原爆の子の像」に折り鶴を捧げる市民代表（8月5日）

羽ばたけ折り鶴羽ばたけ折り鶴
「平和」へ 祈りのせて
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お問い合わせ　市街地整備課（内線220）、向日市阪急洛西口駅東土地区画整理組合事務局☎950‐7027

※工事中は、ご迷惑をおかけすることと思いますが、ご理解とご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。
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○宅地造成工事
○道路工事（幹線道路・区画道路
　など）
○公園工事（2カ所）
○水路工事（道路下）
○洪水調整池工事（2カ所・公園下）
○インフラ工事（上下水道・ガス・電
　線共同溝など）

■主な工事内容

○平成22〜24年度／宅地造成、
　道路・調整池・水路などの整備、
　土地利用開始
○平成25～26年／道路・水路など
　の整備、 換地処分・事業完了

■スケジュール （予定）

■計画図

歩行者自転車専用道路
（W=3.5〜4m）

区画道路
（W=6〜8m）

土地区画整理区域
（8.4ha）

主な道路

凡　例

阪急洛西口駅東地区土地区画整理事業工事
が始まりました

●日時／9月12日（日）午後2時～4時10分
●場所／市民会館
●講師／向日市男女共同参画審議会 会長
●対象／向日市内在住・在勤・在学の方または向日
　市内で活動する団体に参加している方40人
●保育／満1歳以上で、就学前までの幼児4人
　（9月3日までに申込み）
●申込み／電話またはファクス、電子メールで、
　市民参画課（内線291）へ。
※手話通訳または要約筆記を必要とされる場
　合は、9月3日（金）までにご連絡ください。

　現在、市は男女共同参画社会を実現するた
め、新しいプランを作っています。
　このたび、そのプラン作りにあわせて、「誰も
が自分らしく輝いて生きることができる社会」
をつくるには何が必要か、市民の皆様と一緒に
考えるワークショップを開催します。
　新しい男女共同参画プラン案の説明のあと、暮
らしのあらゆる場面（家庭・地域・学校・職場など）
で、日頃感じているさまざまな思いを話し合います。

新しい男女共同参画プラン
を作るためのワークショップ

　母子家庭の母親および寡婦の健康管理の一助
として、半日の人間ドックが無料で実施されます。
●実施時期／11月〜平成23年3月（年末年始、
　土・日曜日、祝日を除く）の午前中
●場所／京都第一赤十字病院（京都市東山区）
●対象
　①京都府内（京都市を除く）に居住する母子
　　家庭の母親および寡婦で、平成22年4月
　　1日現在65歳未満の方
　②寡婦の場合は、国民健康保険の被保険者
　　（本人）であること
●定員／約200人
●検査内容／尿検査、便検査、血液検査、胸部
　レントゲン、胃腸透視、心電図検査、内科・子
　宮がん検査
●申込み／所定の申込書に必要事項を記入の
　上、80円切手を貼った返信用封筒を添えて、
　9月7日（火）までに乙訓保健所 福祉室（〒617
　‐0006 上植野町馬立8、☎933‐1154）へ。
※定員を超える場合は、受診できない場合があ
　ります。なお、受診の可否は、後日、返信用封
　筒でお知らせします。
※精密検査（再検査）および交通費は本人負担
　となります。

母子家庭人間ドック （健診）

●日時／11月6日（土）午後1時〜3時30分（予定）
●場所／市民会館ホール
●対象／向日市在住・在勤の方（年齢を問わず）
　で、おおむね10人以上で構成されたアマチュ
　ア・コーラス・グループ 
※向日市内に活動拠点をおいている団体のみ
●申込み／8月15日（日）〜9月3日（金）（土曜日
　午後および月曜日を除く）に、所定の申込用紙
　（市民会館で配布）に必要事項を記入の上、
　市民会館（所定の用紙であれば、ファクス可）へ。

問市民会館☎932‐3166、 ＦＡＸ932‐1552

市民音楽祭 出演団体募集

　阪急洛西口駅東地区土地区画整理事業
工事の起工式が7月23日（金）、区域内で開
催されました。
　関係者約60人が参加し、道路・公園など
の都市基盤整備や宅地造成などの本格的
な工事が始まりました。
　今後、土地区画整理組合が、平成26年度
の完成をめざして工事を進めます。

◀
起
工
式
の
様
子

●日時／9月4日（土）午前10時〜
●場所／市民会館
●申込み／9月2日（木）までに電話またはファ
　クス、電子メールで、氏名、電話番号、参加人
　数を企画調整課（内線280、ＦＡＸ922‐6587、
　電子メールkikaku@city.muko.lg.jp）へ。
※手話通訳または要約筆記を必要とされる場
　合は、8月26日（木）までにご連絡ください。
※説明会の内容に関するお問い合わせは道路
　整備課（内線263）へ。

　バリアフリー整備の一環として、西国街道
（市道第2118号線、阪急東向日駅前～市民
会館前の区間）の整備計画素案を作成しまし
たので、次のとおり説明会を行います。

西国街道（市道第2118号線）
整備計画素案の説明会を開催
します

　8月11日（水）〜22日（日）（16日を除く）に平和
と人権についての本などをまとめて展示します。

図書館「平和と人権関連本」

�図書館☎931‐1181、�931‐1081

　久嶋市長は7月21日、長岡京市長、安田府議
会議員らとともに、府営水道料金の引き下げなど
について、京都府知事へ要望を行いました。
　これまで、府営水道は、建設年度の相違や規模
の差などから3浄水場（宇治・木津・乙訓）ごとに料
金を設定し、その格差は2倍にもなっていました。
　今回の要望は、この3浄水場が接続され、一つ
になることを機に、広域的水運用による施設・設
備の最適化と3浄水場間の料金格差の改善など
を求めたものです。
�営業課（内線881）

京都府営水道料金の引き下げなど
を京都府へ要望
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8月26日（木）本会議（提案説明）／議場

9月 7日（火）本会議（一般質問）／議場

8日（水）本会議（一般質問）／議場

9日（木）本会議（予備日）／議場

13日（月）厚生常任委員会／大会議室

14日（火）建設環境常任委員会／大会議室

15日（水）文教常任委員会／大会議室

17日（金）総務常任委員会／大会議室

22日（水）本会議（委員長報告・討論・採決）／議場

市議会の開催予定

※時間はいずれも午前10時からです。
※どなたでも傍聴していただけます。
※一般質問の事項は、公共施設などで事前に
　公表します。

問議会事務局 庶務係（内線318）

救急フェア
●日時／9月3日（金）午後2時〜4時
●場所／市民会館
●内容
　○講演「気をつけたい脳疾患の前ぶれ」村上
　　陳訓さん（済生会京都府病院 医師）
　○寸劇「倒れている人を見つけたら、あなたは
　　どうしますか」
　○AEDを用いた救急蘇生法の講習
●主催／社団法人乙訓医師会、京都府乙訓保健所、
　向日市、長岡京市、大山崎町、乙訓消防組合
●申込み／電話で、健康推進課（内線337）へ。
※お車での来場はご遠慮ください。

▲AEDを用いた救急蘇生法の講習

がん検診の自己負担金が無料となる方
●対象
　① 満70歳以上の方　② 満65～69歳で、「後期高齢者医療被保険者証」を持っている方
　③ ①および②以外の方で生活保護法による被保護世帯の方
　④ ①および②以外の方で市民税非課税世帯の方
●手続き方法
　①および②に該当する方…がん検診受診時に「健康保険証」を提示してください。
　③および④に該当する方…事前に健康推進課で「保健事業等自己負担金無料カード」の発行を
　受けてください。

お問い合わせ　健康推進課（内線339、357）

【胃がん検診（完全予約制）】
●日程／10月22日（金）、25日（月）、26日（火）、
　11月4日（木）、8日（月）、9日（火）、10日（水）
※全日大腸がん検診と同時に実施します。
●時間／午前8時45分、9時15分、9時45分、
　10時15分、10時45分、11時15分、午後1時
　15分、1時45分、2時15分
※日時により受診できる男女枠が違います。
　　また、11月4日と8日の午後1時45分と2時
　15分は、「乳がん検診」と同時に受けられる
　方が優先となります。
　　そのほか、検診前の飲食など詳しくは、お問
　い合わせください。
●場所／保健センター
●対象／向日市在住の満40歳以上の方　
●検診内容／胃部レントゲン検査（バリウムを
　飲みます）
●自己負担金／400円（免除制度があります）
●申込み／次の期間内に、直接または電話で、
　健康推進課（内線339、357）または保健セン
　ター（☎933‐2666）へ。定員（1日約150人。
　ただし、10月22日、11月4日および8日は、約
　75人）になり次第締め切り。
　○10月の日程…8月16日（月）〜10月15日（金）
　○11月の日程…8月16日（月）〜10月29日（金）
　　乳がん検診と同時受診をご希望の方は、健
　康推進課へお申し込みください。

【乳がん検診（完全予約制）】
●日程／11月4日（木）、8日（月）、12月1日（水）
●時間／午後0時30分、1時、1時30分、2時、2時
　30分
※11月4日と8日の午後0時30分と1時は、「胃
　がん検診」と同時に受けられる方が優先とな
　ります。
※検診所要時間は、 予約時間から約１時間です。
●場所／保健センター
●対象／40歳以上の女性で、2年に1回受診で
　きます。
　　今年度は、和暦（大正・昭和）で偶数年生ま
　れの方（例えば、昭和44年、昭和42年･･･）
※８月中旬に、乳がん無料クーポン検診の個別
　案内を送付した方は対象となりません。
●検診内容／視触診、マンモグラフィ検査（乳房
　専用のレントゲン撮影）
●自己負担金／600円（免除制度があります）
●申込み／次の期間内に直接または電話で、健
　康推進課（内線339、357）へ（保健センター
　では受付できません）。定員
　（1日約70人）になり次第締
　め切り。
　○11月の日程…8月16日（月）
　　〜10月15日（金）
　○12月の日程…8月16日（月）
　　〜11月12日（金）

がん検診を受けましょう

「竹の径・かぐやの夕べ」のボランティア
スタッフを募集します

　向日市観光協会は、今年で9回目となる「竹の径・かぐやの夕べ」に、竹筒の設置やろうそくの点火
など開催当日の運営に携わっていただけるボランティアスタッフを募集します。
　たくさんのご応募をお待ちしています。一緒にイベントを盛り上げて、かぐやの夕べを成功させましょう。

お問い合わせ　向日市観光協会事務局 （産業振興課内、内線241）

●場所／「竹の径」と第6向陽小学校周辺
●対象／18歳以上の方
●募集期間／8月16日（月）〜9月30日（木）
●申込み／郵便番号、住所、氏名、年齢、性別、電話
　番号を書き、直接お持ちになるか、郵送または
　ファクスで向日市観光協会事務局（〒617‐8665 
　産業振興課内、�922‐6587）へ。
※詳しくは、お電話していただくか、向日市観光協会
　ホームページ（http://www.muko-kankou.jp）を
　ご覧ください。

■ 開催当日の従事時間／10月16日（土）
　午後1時〜10時（雨天時、翌17日同時刻）

▲ボランティアスタッフ作業風景

　「なぜ自分では注意してい
るのに、血圧が高くなるの
か」「なぜ基準値より高い項
目が増えてきたのか」などの
疑問はありませんか。
　健診結果は、気づかないうちに起こっている
自分の身体の変化を伝えてくれます。保健師・栄
養士と相談し、健診結果を100％活用した健康
づくりを行いましょう。
●日時
　○8月31日（火）午後1時30分〜3時
　○9月15日（水）午前9時30分〜11時
●場所／保健センター
●持ち物／平成22年度健康診査結果通知票
●申込み／ご希望の日時を電話で、健康推進課
　（内線339、357）へご予約ください。
※当日、直接来所もかまいませんが、予約状況
　によりお待ちいただく場合もありますので、
　ご了承ください。
※社会保険などの健診を受診された方も、ご利
　用できます。

特定健診・長寿（後期高齢者）
健康診査を受けられた方へ
健康診査結果相談会

●日時／9月12日（日）
　午前9時〜正午
●場所／大山崎消防署
●講習内容／心肺蘇生法
　（人工呼吸、胸骨圧迫）

普通救命講習 　とAEDの使用、止血法、そのほか応急手当
　など
�●申込み／8月23日（月）〜9月2日（木）に消防
　署にある受講申込書に必要事項を記入の上、
　お申込みください。定員（30人）になり次第締
　め切り。
問向日消防署 救急係☎934‐0119、�922‐1190
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バレーボールクリニック

●日時／9月2日（木）、13日（月）、時間はいずれも
　午前10時～11時30分
●場所／市民体育館
●内容／パス、スパイク、ゲームまでの基本練習
●参加費／600円
●対象／16歳以上の女性16人
●申込み／いずれも前日の午前11時から電話で、市民
　体育館（☎932‐5011）へ。定員になり次第締め切り。

やさしいピラティス

●日時／9月10日（金）午前10時～11時
●場所／市民体育館
●参加費／1,000円
●対象／16歳以上の女性15人
●申込み／8月19日（木）午前10時から電話で、市民体
　育館（☎932‐5011）へ。定員になり次第締め切り。

ゆめパレアむこう 各種教室

■ダンス教室追加募集 初心クラス■
●日時／9月4日から毎週土曜日、時間はいずれも
　午後5時30分〜6時15分
●参加費／月3,500円（4回）
●対象／小学1〜6年生9人
■ダンス教室追加募集 中高生クラス■
●日時／9月4日から毎週土曜日
　時間はいずれも午後6時45分
　〜8時
●対象／中学1年生〜高校3年生
　10人
●参加費／月6,000円（4回）
※1回1,200円で体験可能。
■姿勢スッキリ教室〜ヨガ＆ボールピラティス■
●日時／9月8日から毎週水曜日（祝日を除く）全
　10回、時間はいずれも午後7時〜8時
●定員／12人
●参加費／13,000円(継続者は500円割引）
■初心者向けやさしい気功教室■
　今月のテーマは、「膝の痛み改善」です。
●日時／9月6日（月）、27日（月）、時間はいずれも
　午前10時〜11時
●定員／15人（3人に満たない場合、開催しません）
●参加費
　○どちらか1日のみ参加する場合…1,500円
　○2日とも参加する場合…2,800円
■親子ピラティス＆ベビーマッサージ教室■
●日時／9月1日（水）、8日（水）、15日（水）、時間は
　いずれも午後0時20分〜1時20分
※1回のみの参加でも可能。毎月実施しています。
●対象／生後3〜12か月の乳幼児とその親10組
●参加費／1回券1,500円、3回券3,900円、6回
　券6,000円
□いずれの教室も□
●場所／ゆめパレアむこう 健康増進センター
●申込み／直接または電話で、ゆめパレアむこう
　（☎934‐7770、休館日を除く午前9時〜午後
　10時）へ。定員になり次第締め切り。

ゆめパレアむこうトレーニング１日体験会

●日時／9月11日（土）午後3時〜5時
●場所／ゆめパレアむこう 健康増進センター
●対象／16歳以上の方5人
●申込み／受講料（1,000円）を添えて、直接ゆめ
　パレアむこう（☎934‐7770、休館日を除く午前
　9時〜午後10時）へ（電話での仮予約可）。定員
　になり次第締め切り。

■ 文化・芸能

日曜談話会 第2回 「戦時下のくらし」

　文化資料館の職員が日頃の展示準備や資料調
査の中からテーマを決めて話します。
●日時／8月22日（日）午後2時～4時
●場所／文化資料館
●内容／夏のミニ展示「くらしのなかの戦争」展の
　開催にあわせ、戦時下の地域でのくらしの様子
　を、展示説明も兼ねてご紹介します。
※第3回は11月の予定です。詳しくは、後日お知ら
　せします。
問文化資料館☎931‐1182、 ＦＡＸ931‐1121

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究セ
ンター 設立30周年記念展覧会

　今回のテーマは、「天平浪漫紀行・京都」です。
　京都府内にある奈良時代の遺跡に焦点をあて、
出土遺物や写真パネルを展示し、奈良時代の社会
を描き出します。
●日時／8月14日（土）～9月20日（祝）、午前10時
　〜午後6時（入館は5時30分まで）
※毎週月曜日と8月31日（火）は休館日
●場所／文化資料館
問財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター 
　調査第１課 企画係☎933‐3877

■ 講座・教室

おはなし会ボランティア養成講座

　市立図書館でボランティアをしませんか。
●日時・内容
　①「図書館ボランティアについて」…9月9日（木）
　　午前10時30分〜正午
　②講義 「おはなし会を開催するにあたってー心構
　　え・企画運営など－」平松克一さん（梅花女子大
　　学教授）…9月16日（木）午前10時〜正午
　③見学、体験 「おはなしひろば」…9月25日（土）
　　午前10時〜正午。
※①、③の講師は、図書館職員などが行います。
●場所／図書館
●対象／向日市在住の方20人（すべて受講できる
　方のみ）
●申込み／8月17日（火）午前10時から直接または
　電話で、図書館（☎931‐1181）へ。定員になり次
　第締切り。
※講座終了後、図書館のおはなし会ボランティア
　「きっず・らいぶらりー」への登録ができます。

■ スポーツ

軽スポーツ（ショートテニス）交流大会

●日時／9月25日（土）午前9時〜
●場所／市民体育館
●対象／12歳以上の方（小学生を除く。未成年者
　は保護者の承諾が必要）
●募集チーム／計50チームまで
　○フリー（2人で110歳以上の部、110歳未満の部）
　○女子（2人で110歳以上の部、110歳未満の部）
　○初級の部（経験3年以内、クラブ員を除く）
●参加費／1チーム1,500円
●申込み／9月1日（水）〜15日（水）必着。所定の申
　込み用紙に必要事項を記入のうえ参加費を添え
　て（現金書留可）、市民体育館（〒617‐0003 向
　日市森本町小柳23‐1 向日市民体育館）へ。申
　込み用紙は、市民体育館に置いているほか、市民体
　育館ホームページ（http://www.jade.dti.ne.jp/~muko-
　gym/）からもダウンロードできます。
※競技および練習中にけがなどをした場合、応急処置
　をしますが、その後の責任は負いかねます。また、審
　判は基本的に次試合出場者が行います（初級の部
　を除く）。詳しくは、大会要項をご覧ください。
問市民体育館☎932‐5011、�934‐1657

おさらいトレーニング講習会

　トレーニング室に職員がいますので、トレーニン
グの方法や器具の使い方などをお尋ねください。
●日時／8月31日（火）午前10時〜正午
●場所／市民体育館
●対象／市民体育館のトレーニング室登録証を
　お持ちの方
●持ち物／トレーニング室使用料（300円）、登録証
※登録証を紛失された方は、再発行します。顔写真
　（3cm×2.5cm）と発行のための費用（300円）
　をあわせてお持ちください。
※申込み不要。直接、市民体育館（☎932‐5011）へ。

くらしの情報くらしの情報くらしの情報くらしの情報

●向日市役所への電話でのお問い合わせは、☎931
　 ‐1111（代表番号）にお掛けください。担当課にお
　つなぎします。
●向日市役所への（ファクスはFAX922‐6587、郵
　便物は「〒617‐8665　向日市役所」、電子メール
　はinfo@city.muko.kyoto.jp）にお送りください。
※ファクス、郵便物、電子メールには、市役所のどこ
　の課（担当課名）へのものかをお書きください。
●参加費などの記載がないものは無料で参加してい
　ただけます。
�＝お問い合わせ、 HP ＝ホームページアドレス

教室・文化・芸能などの催し、
福祉・教育のサービスなど、
市からのお知らせを中心に
掲載しています。

市の催し・サービス情報

向日町競輪場の 「朝市」
　「むこう愛菜市」出店の農家が、
栽培・収穫した新鮮な野菜や花を
直売します。売り切れ次第終了。
●日程／8月29日（日）午前10時
　10分〜
●場所／向日町競輪場内 第1投
　票所前
●主催／向日町競輪場
●協力／向日市
問産業振興課（内線238）

広告

催し情報催し情報催し情報催し情報
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市民の皆様などから寄せられた情報を掲載して
います。参加費などの記載がないものは無料で
す。掲載については、秘書広報課（内線240）へ。

市民の情報掲示板市民の情報掲示板市民の情報掲示板

※１講演～全講演まで受講可能。
※要約筆記または手話通訳が必要な場合は、9月
　17日（金）までにお申込みください。

第26回国民文化祭PR事業　　　　
「布うちわ・夢うちわ教室」

　簡単な剪
せんが

画の技法を使って、布うちわを作ります。
●日時・場所
　①9月4日（土）午前10時～正午…物集女コミセン
　②9月7日（火）午前10時～正午…鶏冠井コミセン
●講師／大月透さん（日本剪画協会 副会長）
●対象／中学生以上で、向日市在住・在勤の方20人
●参加費／300円（うちわ代）
●持ち物／うちわにしたい着物などの布（30㎝×
　30㎝、ちりめんは不可）
●申込み／8月17日（火）から直接または電話で、
　物集女または鶏冠井コミセン（土曜日午後と月
　曜日を除く午前9時～午後5時）へ。定員になり
　次第締切り。
問物集女コミセン☎921‐1514
　鶏冠井コミセン☎931‐4102

認知症予防講座

●内容・日時・場所
　①講演「お口からしっかり食べることは認知症の
　　予防にもつながります！食べられるお口を大切に
　　しましょう」岩﨑香代さん（京都府歯科衛生士会
　　乙訓支部 支部長、歯科衛生士）…9月29日（水）
　　寺戸公民館
　②講演「ずっと元気で生きいき過ごすための食生活
　　講座」中川敏子さん（京都府栄養士会 会員、管理 
　　栄養士）…10月4日（月）、福祉会館
　③講演「笑って得する！健康講座～あなたに伝授！
　　頭と体のメンテナンス術～」同道正行さん（京都
　　医療センター臨床研究センター予防医学研究室 
　　研究員）…10月26日（火）、市民体育館
※時間はいずれも午後1時30分～3時30分
●対象／向日市在住の方および福祉関係者60人
●申込み／8月16日（月）から電話またはファクス
　で、向日市地域包括支援センター（☎921‐1550
　℻  933‐4425、日曜日・祝日を除く午前8時30分
　～午後5時）へ。定員になり次第締め切り。

要約筆記教室　　　　　　　　　　　
（要約筆記者養成講座「基礎課程」）

　聞こえに不自由されている方に要約した情報を
「文字」で伝える方法 「要約筆記」を学びます。
●日時／9月15日（水）～12月1日（水）の毎週水曜日
　（10月27日を除く）全11回、時間はいずれも午後
　1時～4時
※そのほか、現場実習があります。
●場所／福祉会館
●対象／向日市在住・在勤で18歳以上の方20人
●申込み／8月31日（火）までに電話またはファクスで、
　障がい高齢福祉課（内線307、℻  932‐0800）へ。
※基礎課程修了後、１月から「応用課程」の講座を
　予定しています。

■ 天文

天体観望会「惑星と夏～秋の星座」

●日時／9月11日（土）午後7時～9時（雨天・曇　
　天時は、プラネタリウム室での星空解説のみ）
●場所／天文館
●申込み／9月1日（水）までに、天文館にある申込書
　に必要事項を記入の上、郵便はがきまたは連絡用
　はがき代50円を添えて受付へ。往復はがきでも申
　込み可。中学生以下の方は保護者同伴。1枚で5人
　まで記入可。定員（40人）を超えたときは抽選。

問天文館☎935‐3800、℻935‐4380問図書館 ☎931‐1181、℻  931‐1081

小中学生
読書感想文

「 」
　あなたが読んだ本の中から、お気に入りの本を一冊選んで、感想文を書いてください。
●対象／向日市在住の小•中学生
●募集期間／9月17日（金）～10月1日（金）まで
●応募方法／○原稿用紙（小学生は３枚、中学生は５枚まで）に感想文を書いてください。
　○原稿用紙の1枚目のはじめに 「感想文の題名」「氏名」を書いてください。
　○原稿用紙とは別の紙に「学校名、学年、氏名（ふりがな）、性別、住所、電話番号、書名（読んだ本の名前）
　　著者名（本を書いた人の名前）、出版社名」を書いてください。
　○市内の学校に通っている方は学校へ、それ以外の方は図書館へ提出してください。
※応募作品は選考して、優秀作品を表彰し、作品集を発行します。
※入賞作品と版権は向日市立図書館に帰属するものとします。

↑返信用（表） ↑往信用（裏）

↓往信用（表） ↓返信用（裏）…何も書かないでください

返信

代表者住所・氏名
をお書きください

・ 観望希望日
　（9月11日）
・代表者住所氏名
・代表者電話番号
・全参加者
 氏名・年齢
　（※5人まで）

617‐0005 

向
日
市
向
日
町

南
山
八
二
の
一

向
日
市
天
文
館

天
体
観
望
会
係

往信



お問い合わせ　図書館　☎931‐1181
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今月の
一冊

   イルカ

　イルカは赤ちゃんをおっぱいで育てる、人間の遠い親
せきです。「海のカナリア」と呼ばれるシロイルカ、何百頭
の群れをつくるマイルカなど約40種類の仲間がいます。
　海洋ジャーナリストで写真家でもある水口さんに
よって撮られた写真が主になった、イルカの生態がよ
く分かる本です。

■一般図書…………………………………
● 「妻と家族のみが知る宰相」

保阪正康著　毎日新聞社
●図解IFRSが経営を変える
　アクセンチュア株式会社IFRSチーム著　中央経済社
●皮膚という「脳」　　　　　  山口創著　東京書籍
●もっと食べたい！干し野菜の深味レシピ

村井りんご著　日東書院
●地方都市再生論　藤波匠著　日本経済新聞出版社
●御巣鷹山と生きる　　　  美谷島邦子著　新潮社
●図説ボタニカルアート　大場秀章著　河出書房新社
●西洋音楽史 全4巻

ルシアン・ジェンキンズ他著　小林英美監修
学研パブリッシング

●楽しい！日帰り山歩き入門
神﨑忠男監修　主婦と生活社

●京都太秦物語
山田洋次・佐々江智明脚本　新日本出版社

●写楽 閉じた国の幻 　　　  島田荘司著　新潮社
●おじゃみ 京都怪談

神狛しず著　メディアファクトリー
●泥の蝶　　　　　　　　　　 津本陽著　幻冬舎
●本の虫ではないのだけれど

清水眞砂子著　かもがわ出版
●オスカー・ワイルドとキャンドルライト殺人事件

ジャイルズ・ブランドレス著　国書刊行会

■児童図書…………………………………
●生きものがきえる もったいないばあさんと考えよう
　世界のこと　　　　　  真珠まりこ作・絵　講談社
●へんしん！たんぼレンジャー

松橋利光写真・文　そうえん社
●電気の大研究 楽しい実験がいっぱい！

川村康文監修　PHP研究所
●13歳からの作文・小論文ノート

小野田博一著　PHP研究所
●青い一角（つの）のギャロップ

西沢杏子作　角川学芸出版
●アリクイにおまかせ　　　竹下文子作　小峰書店
●黒薔薇姫と7人の従者たち　藤咲あゆな作　ポプラ社
●小さな可能性　　　マルヨライン・ホフ著　小学館
●てんぐのきのかくれが　青山邦彦作・絵　教育画劇
●ブルオはいぬごやのした

山西ゲンイチ作・絵　岩崎書店
●あめがふってよかったね

よしいたかこ作　石倉ヒロユキ絵　佼成出版社
●ノマはちいさなはつめいか

ヒョン・ドク文　チョウ・ミエ絵　講談社
●たまごのなかにいるのはだあれ？

ミア・ポサダ作　福音館書店
●かぞえてかぞえてたんじょうび！
ヤーク・ドレーセン文　スートキン・アプス絵　ほるぷ出版

6

夏 休 み は
　 祭 り の 季 節

▲鶏冠井夏まつり

消費者トラブルにご用心

水口博也文・写真
アリス館

お問い合わせ　環境政策課 市民安全係（内線235、249）

訪問による過量販売、１年以内は契約解除可能

　専門の相談員による相談を行っています。
●相談日／毎週月・水曜日（午前9時〜正午、午後
　1時〜4時）、毎週火・木・金曜日（午後1時〜4時）
●相談場所／相談室1（市役所本館1階）
�消費生活相談専用電話☎931‐8168

■一人で悩まず消費生活相談へ■
　緊急を要するクーリング・オフや架空請求など
に対する助言を行っています。

（京都府・京都市の共同事業）
土・日曜日、祝日の午前10時〜午後4時
☎257‐9002（電話相談のみ）

■土・日曜日、祝日の消費生活電話相談■

アドバイス
　最近、高齢者が日常生活で通常必要とされる分
量を超えた商品などの契約トラブルに巻き込まれ
る事例が増加しています。
　これまでは、クーリング・オフ期間（訪問販売は
８日間）が過ぎてしまうと、勧誘方法や契約上の
問題がなければ、どんなに過大な分量の契約をさ
せられても、契約解除は難しい状況でした。
　そこで、平成21年12月に改正特定商取引法が施
行され、訪問販売による過量販売の契約後1年以
内であれば、契約を解除できることになりました。
　また、商品購入の都度、その支払いのために申込

書を作成するクレジットを利用した場合は、１年以内
であればクレジット契約を解除でき、すでに支払った
代金の返還をクレジット会社に請求できます。
　過量販売になる可能性があるのは次の①〜③
ような場合です。
　①１回の契約で大量に契約
　　　使いきれないほどの健康食品や化粧品な
　　どの購入契約、数年間分の家庭教師付き学
　　習教材契約など
　②同じ業者による繰り返しの契約
　③異なる業者による繰り返しの契約
　過量販売にあたるかどうかは、商品やサービス
の性質や購入者の生活事情などによります。

事例
　久しぶりに実家に帰ったら、一人暮らしの75歳
の母の家に羽毛布団が5枚もあった。しまうところ

もないようだ。話を聞くと、たくさんはいらないと
言ったのに、たくさん買うと安くしておくからと言わ
れて無理やり買わされたようだ。
　解約できるだろうか。　　　　　 （50代 女性）

インターネット貸出予約

　図書館では、貸出図書などのインターネット
予約サービスを実施しています。事前の申込みが
必要です。詳しくはホームページをご覧ください。
 HP  http://www.library.muko.kyoto.jp/

り
ら歩まち

り
」
が
催
さ
れ
た
。
十
年
ほ
ど

前
か
ら
こ
の
広
場
を
会
場
に
し

て
い
る
と
い
う
。
ポ
ン
菓
子
、

焼
き
そ
ば
、
か
き
氷
、
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
拾
い
な
ど
の
出
店
が
並

ん
だ
。
日
が
暮
れ
る
に
つ
れ
、

か
ぐ
や
太
鼓
の
演
奏
が
響
き
、

親
子
づ
れ
が
姿
を

見
せ
た
。
や
が
て

提
灯
が
と
も
る
や

ぐ
ら
か
ら
向
日
市

音
頭
が
流
れ
、
踊

り
の
周
り
に
輪
が

で
き
た
。
約
五
百

人
が
参
加
し
た
。

　「
鶏
冠
井
町
内
に

は
小
中
学
校
が
な

く
、
校
区
や
子
ど

も
会
が
分
か
れ
て

お
り
、
子
ど
も
同

士
の
交
流
の
場
が

少
な
い
。
祭
り
が

皆
さ
ん
の
つ
な
が

り
、
地
域
の
つ
な

が
り
を
つ
く
る
場

に
な
っ
て
く
れ
れ

ば
」
と
主
催
者
の
地
元
体
育
振

興
会
は
言
う
。

　
こ
れ
か
ら
各
地
で
夏
祭
り
や

地
蔵
盆
が
あ
る
。
秋
に
は
向
日

市
ま
つ
り
、
春
は
桜
ま
つ
り
な

ど
、
節
目
の
祭
り
が
人
々
の
心

と
心
の
懸
け
橋
に
な
る
。

　
祇
園
祭
な
ど
日
本
三
大
祭
り
か

ら
集
落
の
小
さ
な
祭
り
ま
で
、
古

来
か
ら
祭
り
に
は
、
人
々
の
豊
作

へ
の
願
い
、
感
謝
、
そ
し
て
災
害

や
疫
病
に
対
す
る
恐
れ
、
祈
り
が

込
め
ら
れ
、
大
切
に
受
け
継
が
れ

て
き
た
。

　
向
日
市
で
は
、
か
つ
て
向
日

神
社
の
五
月
の
祭
礼
当
日
は
、

学
校
が
休
み
に
な
り
「
正
月
を

除
い
て
は
町
じ
ゅ
う
の
人
び
と

が
一
番
待
ち
わ
び
た
日
」（
向
日

市
史
下
巻
）
だ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
長
い
歴
史
が
刻
ま

れ
た
祭
り
の
一
方
で
、
新
興
住

宅
が
増
え
る
に
つ
れ
、
新
し
い

祭
り
が
生
ま
れ
た
。
自
治
会
、

町
内
会
、
体
育
振
興
会
な
ど
が

主
催
し
、
子
ど
も
や
住
民
に
楽

し
ん
で
参
加
し
て
も
ら
い
、
地

域
の
つ
な
が
り
を
強
く
す
る
よ

う
に
、
工
夫
さ
れ
て
き
た
。
そ

し
て
夏
休
み
は
楽
し
い
祭
り
の

季
節
に
な
っ
た
。

　
七
月
二
十
四
日
、
市
民
ふ
れ

あ
い
広
場
で
「
鶏
冠
井
夏
ま
つ

地
域
の
絆
、
よ
り
強
く


